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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第71期

第２四半期連結
累計期間

第72期
第２四半期連結
累計期間

第71期
第２四半期連結
会計期間

第72期
第２四半期連結
会計期間

第71期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成22年
    ７月１日
至  平成22年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (千円) 3,245,0283,566,4021,738,8701,921,8617,065,341

経常利益又は経常損失
(△)

(千円) △66,807 65,684 13,958 62,614 108,151

四半期(当期)純利益又
は四半期純損失(△)

(千円) △125,889 △1,087 △41,505 37,923 28,426

純資産額 (千円) ― ― 4,560,9344,587,7594,664,599

総資産額 (千円) ― ― 8,559,2808,809,4668,943,422

１株当たり純資産額 (円) ― ― 477.40 481.21 488.61

１株当たり四半期
(当期)純利益又は四半
期純損失(△)

(円) △13.43 △0.11 △4.42 4.04 3.03

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 52.3 51.2 51.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 257,784 24,382 ― ― 525,833

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △99,323 △43,592 ― ― △175,529

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △44,715 △87,376 ― ― △147,407

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 986,748 963,3931,072,730

従業員数 (名) ― ― 535 550 537

(注) １． 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２． 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３． 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、第71期及び第72期第２四半期連結会計期間に

ついては潜在株式が存在しないため、第71期第２四半期連結累計（会計）期間及び第72期第２四半期連結累

計期間については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名) 550　〔69〕

(注) １ 従業員数は就業人員数（当社グループ外からグループへの出向者を含む。）であり、臨時従業員数は〔　〕内に

当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員を外数で記載しております。 

２ 臨時従業員数はパートタイマー及び嘱託契約の従業員数であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名) 206　〔42〕

(注) １ 従業員数は就業人員数（他社から当社への出向者を含む。）であり、臨時従業員数は〔　〕内に当第２四半期会

計期間の平均雇用人員を外数で記載しております。  

２ 臨時従業員数はパートタイマー及び嘱託契約の従業員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比(％)

国内制御装置関連事業 1,508,999 ―

海外制御装置関連事業 168,919 ―

建材関連事業 42,837 ―

樹脂関連事業 131,492 ―

合計 1,852,248 ―

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。
２  上記の金額は、販売価格によっており消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

国内制御装置関連事業 1,460,663 ― 1,426,669 ―

海外制御装置関連事業 132,530 ― 447,497 ―

建材関連事業 48,830 ― 2,336 ―

樹脂関連事業 150,102 ― 31,796 ―

合計 1,792,127 ― 1,908,299 ―

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  上記の金額は、販売価格によっており消費税等は含まれておりません。

　

EDINET提出書類

東洋電機株式会社(E02028)

四半期報告書

 4/34



　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

国内制御装置関連事業 1,587,254 ―

海外制御装置関連事業 139,512 ―

建材関連事業 49,717 ―

樹脂関連事業 145,377 ―

合計 1,921,861 ―

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　
(1) 経営成績の分析

当第2四半期連結会計期間におけるわが国経済は、各種経済対策の効果ならびに中国を中心としたアジ

ア地域の経済環境の下支えを背景とした輸出や生産量の増加により、景気は回復基調にあるものの、雇用

や経営環境は依然として厳しく、円高や株安の傾向が強まるなど、景気の先行きは不透明な状況にありま

す。

このような状況下におきまして、当社グループはアジア地域を中心とした海外市場への拡販や、国内の

新規顧客開拓を推進するとともに原価低減に向けた活動や経費抑制を継続し、収益の改善に努めてまい

りました。

その結果、当第2四半期連結会計期間における売上高は1,921百万円(前年同四半期比10.5％増)、営業利

益60百万円(前年同四半期比589.3％増)、経常利益62百万円(前年同四半期比348.6％増)、四半期純利益37

百万円（前年同四半期は、四半期純損失41百万円）となりました。

　
セグメントの業績は、以下のとおりであります。

① 国内制御装置関連事業

エンジニアリング部門につきましては、搬送制御装置分野および監視制御装置分野は好調に推移した

ものの、販売競争の激化等により配電盤分野や印刷制御装置分野が低迷したことにより、当部門の売上高

は644百万円となりました。

機器部門につきましては、海外需要の増加によりセンサ分野が増加し、半導体業界等の需要増加にとも

ない空間光伝送装置分野ならびに表示器分野（電力調整器）が好調に推移したことなどにより、当部門

の売上高は498百万円となりました。

変圧器部門につきましては、半導体業界向け乾式変圧器の回復やデータセンタ向け乾式変圧器が好調

に推移したことにより、当部門の売上高は443百万円となりました。

以上の結果、国内制御装置関連事業の売上高は1,587百万円となり、セグメント利益は55百万円となり

ました。

② 海外制御装置関連事業

海外制御装置関連事業につきましては、受配電盤が低迷したものの、在外子会社にて生産し現地中国企

業向けに販売したエレベータセンサが増加したことにより、当事業の売上高は139百万円となり、セグメ

ント利益は4百万円となりました。
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③ 建材関連事業

建材関連事業につきましては、公共設備投資抑制の影響を受けたことにより、当事業の売上高は49百万

円となり、セグメント利益は3百万円となりました。

④ 樹脂関連事業

樹脂関連事業につきましては、自動車業界での需要が昨年の急激な落込みから回復したことにより、当

事業の売上高は145百万円となり、セグメント利益は6百万円となりました。

　
(2) 財政状態の分析

①資産の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ133百万円減少し、8,809百万円とな

りました。

流動資産は、88百万円減少の5,810百万円となりました。これは主に、たな卸資産が109百万円増加した

ものの、現金及び預金の減少132百万円および受取手形及び売掛金の減少50百万円などによるものであり

ます。

固定資産は、45百万円減少の2,998百万円となりました。これは主に、有形固定資産の減少42百万円など

によるものであります。

②負債の分析

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ57百万円減少し、4,221百万円となり

ました。

流動負債は、2百万円増加の2,910百万円となりました。これは主に、未払法人税等が55百万円減少した

ものの、短期借入金の増加56百万円などによるものであります。

固定負債は、59百万円減少の1,311百万円となりました。これは主に、その他が58百万円増加したもの

の、長期借入金が103百万円減少したことなどによるものであります。

③純資産の分析

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ76百万円減少し、4,587百万円とな

りました。これは主に、利益剰余金の減少38百万円および評価・換算差額等合計の減少31百万円などによ

るものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、963百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は106百万円（前年同四半期は35百万円の収入）となりました。

これは主に、たな卸資産の減少76百万円、税金等調整前四半期純利益57百万円、減価償却費57百万円な

ど増加要因はあったものの、仕入債務の減少159百万円、売上債権の増加136百万円など資金の減少があっ

たことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は5百万円（前年同四半期は81百万円の支出）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出12百万円および定期預金の預入による支出11百万円など

減少要因はあったものの、定期預金の払戻による収入32百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は30百万円（前年同四半期は104百万円の収入）となりました。

これは主に、短期借入金の純増加額20百万円があったものの、長期借入金の返済による支出54百万円な

どによるものであります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動は、主に国内制御装置関連事業が推

進し、研究開発費の総額は12百万円であります。

国内制御装置関連事業における研究開発活動は、主に機器部門における新技術革新と市場ニーズに対

応すべく新技術の研究と新製品の開発、既存製品のモデルチェンジなどに取り組んでおります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありませ

ん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年9月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,388,950同左
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数　1,000株

計 9,388,950同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項は、ありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項は、ありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項は、ありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年７月１日～
　　平成22年９月30日

－ 9,388,950 － 1,037,085 － 857,265

  

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社城西 愛知県名古屋市西区城西２-16-６ 1,125 11.98

松尾隆徳 愛知県名古屋市西区 946 10.07

東洋電機従業員持株会 愛知県春日井市神屋町字引沢１－39 604 6.44

株式会社百五銀行 三重県津市岩田21-27 465 4.95

株式会社商工組合中央金庫 東京都中央区八重洲２-10-17 465 4.95

松尾康男 愛知県春日井市 403 4.29

東洋電機取引先持株会 愛知県春日井市神屋町字引沢１－39 385 4.10

トーヨーテクノ株式会社 愛知県春日井市美濃町２－230 289 3.08

第一生命保険株式会社
（常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）

東京都千代田区有楽町１丁目１３番１号
（東京都中央区晴海１丁目８番１２号）

250 2.66

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１－６－６ 250 2.66

計 ― 5,183 55.21
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年9月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式19,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式9,322,000 9,322 ―

単元未満株式 普通株式　47,950　 ― ―

発行済株式総数 9,388,950― ―

総株主の議決権 ― 9,322 ―

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
東洋電機株式会社

愛知県春日井市味美町
2-156

19,000― 19,000 0.20

計 ― 19,000― 19,000 0.20

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 260 242 231 235 235 235

最低(円) 236 218 220 220 215 219

(注)  株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,658,301 1,790,595

受取手形及び売掛金 3,056,356 3,107,332

商品及び製品 206,397 187,202

仕掛品 483,983 430,276

原材料及び貯蔵品 298,588 261,756

繰延税金資産 58,346 75,618

その他 50,432 48,523

貸倒引当金 △1,587 △1,643

流動資産合計 5,810,819 5,899,662

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 553,690

※1
 566,260

土地 1,139,478 1,139,478

建設仮勘定 3,980 －

その他（純額） ※1
 348,288

※1
 382,676

有形固定資産合計 2,045,437 2,088,415

無形固定資産

土地使用権 186,476 194,323

その他 101,471 85,502

無形固定資産合計 287,947 279,826

投資その他の資産

投資有価証券 335,298 373,970

繰延税金資産 188,167 161,473

その他 147,802 146,261

貸倒引当金 △6,007 △6,186

投資その他の資産合計 665,261 675,518

固定資産合計 2,998,646 3,043,759

資産合計 8,809,466 8,943,422
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,329,035 1,303,782

短期借入金 1,217,724 1,161,340

未払法人税等 24,719 79,820

賞与引当金 88,238 118,100

その他 250,519 244,505

流動負債合計 2,910,237 2,907,547

固定負債

長期借入金 553,914 657,126

長期未払金 83,160 86,575

繰延税金負債 6,160 6,160

退職給付引当金 470,684 481,388

役員退職慰労引当金 129,227 132,772

その他 68,321 7,252

固定負債合計 1,311,469 1,371,275

負債合計 4,221,706 4,278,823

純資産の部

株主資本

資本金 1,037,085 1,037,085

資本剰余金 857,340 857,340

利益剰余金 2,593,594 2,632,167

自己株式 △5,529 △5,111

株主資本合計 4,482,489 4,521,481

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 31,401 51,895

為替換算調整勘定 △5,044 5,696

評価・換算差額等合計 26,357 57,592

少数株主持分 78,912 85,525

純資産合計 4,587,759 4,664,599

負債純資産合計 8,809,466 8,943,422
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 3,245,028 3,566,402

売上原価 2,442,578 2,623,860

売上総利益 802,450 942,542

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 42,422 49,019

貸倒引当金繰入額 942 －

給料手当及び賞与 288,234 275,093

賞与引当金繰入額 24,726 34,194

退職給付費用 22,919 18,247

役員退職慰労引当金繰入額 994 7,331

福利厚生費 71,567 73,684

旅費及び交通費 38,438 40,125

減価償却費 18,843 27,123

賃借料 33,353 27,139

技術研究費 44,684 26,185

その他 304,085 313,416

販売費及び一般管理費合計 891,213 891,560

営業利益又は営業損失（△） △88,763 50,982

営業外収益

受取利息 2,054 1,994

受取配当金 7,997 8,701

受取賃貸料 8,265 9,477

助成金収入 17,647 2,099

雑収入 8,519 13,453

営業外収益合計 44,484 35,725

営業外費用

支払利息 16,008 15,143

手形売却損 47 －

不動産賃貸原価 5,523 5,655

雑損失 950 225

営業外費用合計 22,529 21,023

経常利益又は経常損失（△） △66,807 65,684

特別利益

固定資産売却益 423 16

貸倒引当金戻入額 － 234

役員退職慰労引当金戻入額 3,248 －

特別利益合計 3,671 251
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

特別損失

固定資産除却損 116 206

投資有価証券売却損 － 34

投資有価証券評価損 － 4,588

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 42,472

特別損失合計 116 47,302

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△63,251 18,633

法人税、住民税及び事業税 6,311 19,441

法人税等調整額 56,550 4,469

法人税等合計 62,862 23,910

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △5,277

少数株主損失（△） △224 △4,190

四半期純損失（△） △125,889 △1,087
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 1,738,870 1,921,861

売上原価 1,293,149 1,407,560

売上総利益 445,720 514,301

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 22,132 26,962

給料手当及び賞与 143,771 139,481

賞与引当金繰入額 12,488 22,211

退職給付費用 11,958 10,821

役員退職慰労引当金繰入額 497 3,665

福利厚生費 35,144 37,529

旅費及び交通費 19,024 18,755

減価償却費 9,506 15,084

賃借料 16,550 13,226

技術研究費 19,463 12,985

その他 146,430 153,247

販売費及び一般管理費合計 436,968 453,971

営業利益 8,752 60,329

営業外収益

受取利息 691 709

受取配当金 1 53

受取賃貸料 4,090 4,732

助成金収入 8,156 700

雑収入 3,513 6,859

営業外収益合計 16,455 13,054

営業外費用

支払利息 8,393 7,852

手形売却損 18 －

不動産賃貸原価 2,773 2,807

雑損失 63 108

営業外費用合計 11,249 10,769

経常利益 13,958 62,614

特別利益

固定資産売却益 375 4

貸倒引当金戻入額 27 －

役員退職慰労引当金戻入額 1,539 －

特別利益合計 1,941 4

特別損失

固定資産除却損 44 181

投資有価証券評価損 － 4,588

特別損失合計 44 4,769
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（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

税金等調整前四半期純利益 15,855 57,849

法人税、住民税及び事業税 2,149 683

法人税等調整額 56,057 19,878

法人税等合計 58,206 20,561

少数株主損益調整前四半期純利益 － 37,287

少数株主損失（△） △846 △635

四半期純利益又は四半期純損失（△） △41,505 37,923
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△63,251 18,633

減価償却費 118,861 109,737

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 42,472

貸倒引当金の増減額（△は減少） 887 △234

賞与引当金の増減額（△は減少） △55,000 △29,862

退職給付引当金の増減額（△は減少） △26,066 △10,703

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △10,947 △3,545

受取利息及び受取配当金 △10,051 △10,695

支払利息 16,008 15,143

投資有価証券評価損益（△は益） － 4,588

売上債権の増減額（△は増加） 635,902 36,981

たな卸資産の増減額（△は増加） 170,827 △111,481

その他の流動資産の増減額（△は増加） △11,502 6,443

仕入債務の増減額（△は減少） △445,513 29,562

その他の流動負債の増減額（△は減少） 32,183 3,407

その他 △1,748 △1,372

小計 350,589 99,073

利息及び配当金の受取額 9,988 10,690

利息の支払額 △16,241 △15,418

法人税等の支払額 △86,552 △69,962

営業活動によるキャッシュ・フロー 257,784 24,382

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △75,544 △56,623

定期預金の払戻による収入 60,565 77,439

有価証券の売却による収入 1,000 －

投資有価証券の取得による支出 △301 △302

有形固定資産の取得による支出 △74,627 △37,697

有形固定資産の売却による収入 1,430 109

無形固定資産の取得による支出 － △24,877

その他 △11,845 △1,640

投資活動によるキャッシュ・フロー △99,323 △43,592

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 11,000 60,000

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 △123,006 △106,828

配当金の支払額 △37,496 △37,495

その他 4,786 △3,052

財務活動によるキャッシュ・フロー △44,715 △87,376

現金及び現金同等物に係る換算差額 6,469 △2,751
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 120,214 △109,337

現金及び現金同等物の期首残高 866,533 1,072,730

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 986,748

※
 963,393
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

  会計処理基準に関する事項の

変更

 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会

計基準第18号  平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成20年３月31日)を適用してお

ります。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益が2,002千

円減少し、税金等調整前四半期純利益が44,475千円減少しております。また、

当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は59,463千円でありま

す。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用により、当第２四半期連結会計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 3,884,558千円

　 　
　

  ２　受取手形裏書譲渡高 　
　

　　　　受取手形裏書譲渡高 10,528千円

　

※１　有形固定資産の減価償却累計額 3,791,449千円

　 　
　

  ２　受取手形裏書譲渡高 　
　

　　　　受取手形裏書譲渡高 5,247千円

　　　 　

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,706,771千円

預入期間が３か月を超える定期
預金

△720,023 〃

現金及び現金同等物 986,748千円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,658,301千円

預入期間が３か月を超える定期
預金

△694,908 〃

現金及び現金同等物 963,393千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日

 至  平成22年９月30日)

１． 発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,388,950

　

　

２． 自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 19,181

　

　

３． 新株予約権等に関する事項

該当事項は、ありません。

　

　

４． 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月22日
定時株主総会

普通株式 37,486 4 平成22年３月31日 平成22年６月23日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月４日
取締役会

普通株式 37,479 4 平成22年９月30日 平成22年12月２日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
制御装置　　関
連事業
（千円）

建材関連　　事
業

（千円）

樹脂関連　　事
業

（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

1,559,59155,754123,5231,738,870 ― 1,738,870

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

36 ― ― 36 （ 36） ―

計 1,559,62755,754123,5231,738,906（ 36） 1,738,870

営業利益又は営業損失(△) 5,233 2,901 △988 7,146 1,605 8,752

(注)  １　事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称

１　事業区分の方法 …………… 製品種類の類似性による区分
２　各区分に属する主要な製品の名称
(1) 制御装置関連事業 ………… 監視制御装置、配電盤、乾式変圧器、センサ、表示器
(2) 建材関連事業  　 ………… 道路交通安全資材
(3) 樹脂関連事業  　 ………… 再生樹脂ペレット

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
制御装置　　関
連事業
（千円）

建材関連　　事
業

（千円）

樹脂関連　　事
業

（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

2,945,135100,582199,3103,245,028 ― 3,245,028

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

64 ― ― 64 （ 64） ―

計 2,945,200100,582199,3103,245,093（ 64） 3,245,028

営業利益又は営業損失(△) △68,690 3,986△27,489△92,193 3,430△88,763

(注)  １　事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称

１　事業区分の方法 …………… 製品種類の類似性による区分
２　各区分に属する主要な製品の名称
(1) 制御装置関連事業 ………… 監視制御装置、配電盤、乾式変圧器、センサ、表示器
(2) 建材関連事業  　 ………… 道路交通安全資材
(3) 樹脂関連事業  　 ………… 再生樹脂ペレット
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
日本
（千円）

中華人民　　共
和国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

1,615,123123,7461,738,870 ― 1,738,870

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

288,050100,525388,575(388,575) ―

計 1,903,173224,2722,127,445(388,575)1,738,870

営業利益 12,764 1,942 14,706(  5,954)8,752

(注)  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
日本
（千円）

中華人民　　共
和国
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

2,961,342283,6863,245,028 ― 3,245,028

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

462,723147,654610,378(610,378) ―

計 3,424,066431,3403,855,407(610,378)3,245,028

営業利益又は営業損失(△) △88,729 4,619 △84,109（  4,653)△88,763

(注)  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
アジア
（千円）

その他の地域
（千円）

計
（千円）

Ⅰ  海外売上高 141,100 137 141,237

Ⅱ  連結売上高 ― ― 1,738,870

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

8.1 0.0 8.1

(注)  １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

 ２  主な国又は地域

アジア：中華人民共和国、大韓民国他
その他の地域：アメリカ他

 ３  海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高（但し、連結会社間の内部売上

高を除く）であります。

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
アジア
（千円）

その他の地域
（千円）

計
（千円）

Ⅰ  海外売上高 330,494 1,386 331,880

Ⅱ  連結売上高 ― ― 3,245,028

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

10.2 0.0 10.2

(注)  １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

 ２  主な国又は地域

アジア：中華人民共和国、タイ、大韓民国他
その他の地域：アメリカ他
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【セグメント情報】

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

　平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　
１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社及び子会社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、
取締役会が経営資源の配分及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので
あります。
　当社グループは、当社及び子会社の構成単位に分離された財務諸表に基づき、製品の機能別及び国内
外に構成した事業単位について包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。従いまして、当
社は国内において生産設備を支援する事業（監視制御装置、配電盤、乾式変圧器、センサ、表示器）を基
礎とした「国内制御装置関連事業」、海外において生産設備を支援する事業（配電盤、センサ）を基礎
とした「海外制御装置関連事業」、子会社東洋樹脂において道路交通安全資材の事業を基礎とした
「建材関連事業」、東洋樹脂において再生樹脂ペレットの事業を基礎とした「樹脂関連事業」の４つ
の報告セグメントとしております。

　
２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　

　
国内制御装置
関連事業
(千円)

海外制御装置
関連事業
(千円)

建材関連
事業
(千円)

樹脂関連
事業
(千円)

合計
(千円)

調整額
（注）１　
(千円)

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２
(千円)

　売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

2,941,859250,28292,251282,0103,566,402― 3,566,402

　(2) セグメント間の
　　　内部売上高又は振替高

102,134170,353 ― ― 272,487△272,487 ―

計 3,043,993420,63592,251282,0103,838,890△272,4873,566,402

　セグメント利益
　　　　　又は損失（△）

82,498△19,9884,669 1,17168,351△2,666 65,684

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額△2,666千円は、セグメント間の取引消去金額であります。

 ２  セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　
当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　
国内制御装置
関連事業
(千円)

海外制御装置
関連事業
(千円)

建材関連
事業
(千円)

樹脂関連
事業
(千円)

合計
(千円)

調整額
（注）１　
(千円)

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２
(千円)

　売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

1,587,254139,51249,717145,3771,921,861― 1,921,861

　(2) セグメント間の
　　　内部売上高又は振替高

59,547113,122 ― ― 172,670△172,670 ―

計 1,646,802252,63449,717145,3772,094,531△172,6701,921,861

　セグメント利益 55,715 4,274 3,163 6,41569,568△6,953 62,614

（注）１　セグメント利益の調整額△6,953千円は、セグメント間の取引消去金額であります。

 ２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１． １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 481.21円
　

　 　

　 488.61円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 4,587,759 4,664,599

普通株式に係る純資産額(千円) 4,508,847 4,579,074

差額の主な内訳(千円) 　 　

  少数株主持分 78,912 85,525

普通株式の発行済株式数(千株) 9,388 9,388

普通株式の自己株式数(千株) 19 17

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(千株) 9,369 9,371

　
２． １株当たり四半期純利益金額及び四半期純損失金額等

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純損失（△） △13.43円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利
益については、１株当たり四半期純損失であ
り、また、潜在株式が存在しないため記載して
おりません。

　

　

１株当たり四半期純損失（△） △0.11円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利
益については、１株当たり四半期純損失であ
り、また、潜在株式が存在しないため記載して
おりません。

　

　

(注)  １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失（△）
　　　　　　　　　　　　(千円)

△125,889 △1,087

普通株式に係る四半期純損失（△）
　　　　　　　　　　　　(千円)

△125,889 △1,087

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 9,372 9,371
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第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純損失（△） △4.42円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利
益については、１株当たり四半期純損失であ
り、また、潜在株式が存在しないため記載して
おりません。
 

　

　

１株当たり四半期純利益 4.04円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利
益については、潜在株式が存在しないため記
載しておりません。

　

　

(注)  １株当たり四半期純利益又は四半期純損失の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失（△）　　　　　(千円)

△41,505 37,923

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）　　　　　　　　　(千円)

△41,505 37,923

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 9,371 9,370

　
(重要な後発事象)

該当事項は、ありません。
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２ 【その他】

第72期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）中間配当については、平成22年11月４日開催の

取締役会において、平成22年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間

配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　37,479千円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　４円

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成22年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月12日

東洋電機株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    谷    口    定    敏    印

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    渡    辺    眞    吾    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東洋

電機株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東洋電機株式会社及び連結子会社の平成21年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月11日

東洋電機株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    谷    口    定    敏    印

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    杉    原    弘    恭    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東洋

電機株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東洋電機株式会社及び連結子会社の平成22年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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